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　1903年Uhlenhuth①により，各種動物の限球水品　　　　免疫には体重2k9前后の員嬢｛1家兎を用いた。

体に勤種属の非眼を蹴てJ共通な臓器血群醗　　腎組織浸LL腋セ・同蚤のAlmi・acreamを力晩たもの

異性のあることが発表ざれて以来，その他種々の臓器　　　2cc宛を家兎耳静脈に徐々に注射Lた。注射は1e乃至

にも臓器特異性のあることが報じられている。即ち　　　12圓に亘り・各注射の間には3乃至5日の問隔をお

Witebsky及びSteinfeld②は脳組織に「司様の性萱の　　　く。最後の注射より1週閻目に採J血1を行い・抗伸生成

あることを報じた。Rudy③及びSachs及びSch一　　を検し・その一定度以上の強力なものについて更に全

wad④は臓器特異性の発生はその内に含有される類脂　　at　nlL・血清を集めて保存し以後の実験に供した。

体に帰因すると報じている。　　　　　　　　　　　　　血液は凝固により並L清を分離し・56°C・30分間の

　更に腎臓，脾，副腎，及び甲状腺等に臓器特異性の　　　加熱により非働化し，血清反応に用いた。

認められることが，夫々堀江⑤，弁上⑥，山口⑦，及　　　」血清反応は何れも，補体結合反応によつた。一列の

び小穴⑧等によつて実験されている。　　　　　　　　　試験管に0・5Cc宛のIO倍稀釈抗血L清と溶血防止下蚤の

　臓器特異性の原因について，横沢⑨，及び横沢⑩は脊　　半量の腎組織浸出液とを取る。此等に2・4・6・8・

髄及び脳髄を用いて実験を行い，此等は特異的な類脂　　　10・12単位の補体【血⊥清を加えよく混合の後・37°C・1

体の存在によると報告し，水晶体Crystallin及び甲　　　時間保存し，次いで各々に0・5cc宛の3％感作牛血球，

状腺等については夫々原⑪，小穴⑤がその螢白質分子　　浮游液を加え，時々振撚しつつ，37°Cに傑つた後，

申に各種動物に比較的類似構造を有するpolypeptid　　その溶血の度合を観察する。

が含まれていることによると報告している。　　　　　　　補体単位は3％感作血球0・5ccを37°Cに於いて1

　著者は更にこの事実を確めんと欲し，前記堀江が行　　時間に完全に溶血させるに充分な海狽」血L清の最小燈を

つた以外の動物にっき腎組織の臓器特異性物質の化学　　　以つて1単位と決めた。

的検索を行い次の如き結果を得た。　　　　　　　　　　　以上表中にては，完全溶血の場合を（帯），全く溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血．しないものを（一），にて衷わし，その中間のもの

　　　　　　実験方法及び結果　　　　　　　　　　　　を夫々（十卜）・（＋）・（士）・等の記号をもつて蓑わし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　抗腎組織血溝の調製　　　　　　　　　　　　　　　　各試験には抗体＋補体（A十C），抗血溝十補体（S

　実験動物として，牛，犬，及び山羊を用い屠殺所に　　　＋C）のみの対照をおいた。

て得た夫等の新鮮な腎臓を周闘の組織より分離し，生　　　　第1褒に見る如く・犬，山羊・及び牛腎組織食塩水

理的食塩水を以つて1灘により組織内の血液を出来　浸出液による家兎免贈こて強力な抗翫藺を得た。以

るだけ完全に流出する。　　　　　　　　　　　　　　　後此等抗il鉦蒲を用いて喫験を行つた。

　者々を小刀で細砕した後，硝子hom。genizerにょ　　　次に此等抗JnL清と異’種動物の腎組織食塊水浸幽液と

り冷却しつつ更に均一一化する。　　　　　　　　　　　　の血沽反応を行つた結果を第2蓑に示す。

　上記組織粥を1⑪倍星の生理的食塩水にょり数時間浸　　　　抗腎Jl【L清に対し，腎以外の諸臓器食塩水凝出液との

出し，一夜氷室内に放置した後濾過する。　　　　　　　J血L清反応を行い，第3表の如き結果を得た。
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第1褒　　抗腎1在L蒲の補体結合反応　　　　　　　　　　第3表　抗腎血清と腎以外諸臓器浸田液との
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　　　　　　　　　　　　　　（1）　Acetone及びEtherによる抽出
　臓器特異性物質の分離　　　　　　　　腎組織粥を3倍量ゐAcet。ne　VCて浸出し・贈こ

腎組織に臓器特異憔のあることを確め得たので，各　　　Acetoneを代えて浸出，之を3回反復しAceton不

種動物の腎組織よりその臓器特異性物質を抽出し，そ　　溶性残澄を更にEtherにてSQXlet装置を用いてユ2

撫の各種動物間の化学構造上の類f以性醐かにしよ　時間浸した。Acet。ne・並びにEthe・浸出液1訣

うと試みたe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々，減圧低温に於て尖々蒸発乾固し，少量のAlco一
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holを加えて溶解する。之等を生理的食塩水を以て急　　　澱（Euglobulin）を集め，上清液に更に硫酸Am一

速｝こ30倍に稀釈し，稀釈後30分乃至2時開の間に試験　　　moniurnを1／　，）飽和濃度に加えて沈澱（Pseudoglo一

管内抗元として補体結合反応に用いる。　　　　　　　　　bul∫n）を上清（Albumin）より分離し，3分劃を央々

　叉，Acetone，　Ether不溶性残燈はEtherを完金　　　Colloidium膜を以て透析し塩類を完全に除く。各分

に除去した後，30倍の生理的食塩水にて24時澗潔出し　　を食塩にて等張とした後，夫々抗腎麟誉に対して補体

濾液を得る。此等3分劃及び3分劃を等分に混合した　　　結合反応を行う。

ものを用い，抗翫清と血清反応を試みたが，第4表　　第5表に示す結果を得た。

にみる如く全く反応しなかつた。

　おそらく，かxる化学的操作によって抗元性物質が　　　第5表　抗腎血清とEuglobulin劃分との

不活性化されたものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　血清反応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐA）
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　腎食塩水浸出液中の何れの蛋白分劃が臓器特異性物　　　第5～7蓑に示す如く腎食塩水浸出液中より，硫酸
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第6表抗腎血清とPseudogIobulin分劃との　　　　　第7表抗腎血清とAlbumine分劃との

　　　血清反応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血清反応
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著明に血清反応を呈するが，異種族動物の抗腎血溝と　　　　腎組織粥より得たEuglobulin分劃を3％の濃度に

は殆ど．血満反応を呈しない。　　　　　　　　　　　　　生理的食塩水に溶解し，－20℃に冷却する。これに

　Euglobulin分劃は，同種並びに異種族の抗腎血清　　　同貴の予め一20°Cに冷却した純Alcoho1を少最宛，

と著明な血清反応を塁する。　　　　　　　　　　　　　よく撹絆しっっ冷却下に加える。発生する沈澱を遠心

　即ち，腎組織にみられる臓器特異性はそのEuglo－一　　沈澱によつて集め，冷却50％Alcoho1にて一回洗潅

bulin分劃に帰因すると考えられる。　　　　　　　　　した後，沈澱及び上清液を迅速に減圧，低温下にAI－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coh。1分を除去する。前者は少鍛の生理的食塩に溶解

　　Euglobulin分劃の臓器特異性物質の精製　　　　　し，各部分を抗元として血清反応を行う。

　Euglobulin中の臓賜特異性物質を成可く純粋な状　　　　即ちEuglobu！in分劃中の臓器特異性物質はAlco一

態に得るためAlcoho1による沈澱，酸による沈澱を　　　ho1の50％濃度により完全に沈澱するこ’とを知る。

試みた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2》酸による沈澱

　　（1）　Alcoholにょる沈澱　　　　　　　　　　　　　腎組織Euglobulinの生理的食塩水溶液に酷酸を滴
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第8表　抗腎並階とAlcohol沈澱分による　　　　　下して，　PH　2．0とする。この時白色の沈澱が生ずる。
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第U衰　抗腎血清と酸（PH　2．0）による上清　　　　　　第12表　抗腎血清と不完全水解物との血清反応
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　　　　　　　　　　　　　　　　　腎浸出液ともよく血清反応をおこす。尚お，該抗iiiLves
　　　　結論　　　　　　　は・醐外の騰浸磁とはny＞1ど反応しない。

著者は，犬，山羊，及び牛腎臓組織の臓器特異性に　　即ち一拝チ組織は臓器特異性のあることを確めた。

ついて，化学的検索を行い次の結論を得た。　　　　　　　2）．腎組織浸出液を硫酸Ammonium分劉法によ

1）．蒙兎を腎組織食塩水漫LU液にて免疫を行い，強　　　つて，　Album至n，　Pseudo9エ。bulin，及びEuglobulin

力な抗一血清を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　に分かつと，Albuminは抗腎煎L溝とは全く作用しな

此の抗腎血清は岡種族動物のみならず，異種動物の　　　い。Pseudoglobulinは同種動物の抗腎血清とはよく
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（A）　　　　　　　　・　　　　　　　　　（B）
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反応するが誤蜘物のものとは，働に反応するに　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
過ぎない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　Euglobulinは同禰のみならず異種動物の抗「酌直L清　　　　5

と明きらかに」血清反応を示す。　　　　　　　　　　　　　5

即ち，臓器特異性はEuglc〕bulinに帰因することが　　　　9

分かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
3）．腎組織のEu’globulin分劃の水溶液より活性物　　　9

質はAlcoholの50％濃度，或はPH　2．0に於て沈澱　　　9

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　9
4）．活性物質は不完金酸加水分解を行うと，抗腎血　　　　9

蒲と鯖反応は行わないが，抗腎血親鞭骸との　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9面旺清反応を阻1ヒする物質が得られる。これは動物種族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
の相異を越えて作用する。これはBiuret反応を呈す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
る。これがEuglobulinに臓器特異性を与えるものと　　　g

考え・これのAmino酸組成を比較検討し夫々共通の　　　9

且っ比較的少数のAmino酸より成るものであること

を知つた。
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Fig6　1　　　犬　　　　　　 腎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig騨　III　　　牛　　　　　　腎
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　　　　　　　　as＠　　　　　　6・C・・ti・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．Alanine

10．Valine

11．Phenylalanine
12．Leucine


